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まえがき

太陽コンサルタンツ株式会社は､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(AD C

A)の補助金を受け､ 1991年10月12日から同19日までの8日間にわたり､フィジー国に

おいて農業開発の基礎調査を行いました｡

フィジー国は1987年頃より発生した､数度に及ぶ政情不安から,社会混乱と経済不振

に陥り､最近ようやく以前の状態に戻りつつあるところであります｡

その中でフィジー政府は先進各国の協力も得て､経済の立て直しを推進中であります｡

その基本政策は第9次5ケ年計画(1986/1990)にも述べられているが,農村基盤の整備

を適して､食糧自給率の向上や就労機会の増大を計り､農業全体の振興を計る革もその

柱の一つと成っております｡

フィジー国は豊富な降雨と肥沃な土地を有しており,開発の条件さえ整えば経済性の

高い農業が展開できる状況にあります｡

このような中で､フィジー国政府は北の島の農業開発を推進しようとしているため,

これらの地域の調査を行うこととした｡

今回の調査対象地区である北の島は､その潜在的な農業開発の可能性を清かすための､

基本的なインフラ整備を進める必要があり､フィジー国自体もその一環として､幹線道

路の舘装化等を進めているが､限られた予算の中でその進捗は遅れております｡

今回の調査ほこれらの状況を考慮し､農業分野で日本側からの技術協力を通して､フ

ィジー国の発展に貢献できる可能性を調査したものであります｡

1991年10月

太陽コンサルタンツ株式会社



.oF.,[H
】LJ2olu-1tlゝ()

SくAl=l(ふItL<L

JL((ur1-=

いi>ili(IH▲lrllヽl=.lJliL･J-A-.へ‾---ー‾◆‾

I

*J■■'-

仙S⊂TFtlrrUH^･-フ

117.E

I

･i

JI'^')
::;I:.t..A:二･::;

,F1..J溝;:;:;L”

lJ'･り'･.L'LIJJ':

Jf.J)■.:≡:

ヽ>

1

lt･Liu⊥i::.:≡::.::汚
▲YIJ▲

'L,J,U･こユTJi''''…;=:;
ア､ミ＼㌢tutJi.
i-･b.･仙y･土N･･

K川u-1JLJ

●L41●

:二:'･:二:a.'･:l･:::::::::
Lr.y..i.::･

''::::::ニ:也::::
‥:Lu.u^ll■ ::ll

I

▼一■■■■●4 ●■l■′′
′▲(JJ■●

l､JL

‾■ニニCL

I
l

l

一_.J l
▲一-･･ヽ

'tヽ

㌔

■●■●l▼▼.

.I--■▲▲一■▲

t..'!
‾AL-ヽー･-‾■

ヽヽ

ヽlIヽ

■■L■_′■_

I:J.
'T'f

''.L､.'.`.`

ニニューーてこ

l■■■▲{◆lヽt

､
-
-
←
､
-
-
-

llAIA●′Jl▲■▲●

l
L

I
I

_____･--一-･■ヽ-

7-｢●･T''
許諾≡｢

●▲▲lO▲,

fOO▲

LI■4■■t▲

■～Jl4LA■○
Ol

tこ=.._

lO■●▲

●-

′●ll′(

■■'■■

l.I

●▲′′
′

′

TJL■l●l

■■-･･･-･i
】●●J

′■■-■●

●●∪▲■

l■1一10Jr●′

ヽ

～

ヽ

ヽ

ヽ

I:/ll':･･･∴ ::∴D!''.･'':-I:::

r･.･･O･.･

ー‾‾‾‾‾-.--4r.

′●･･･-■

‾･'‾Ih

`ミ
■ll

lI▲

/-1JI

ノ

I

一一一■-■l

iir■■■■■■■'

'fAq:TT;i

･`‾-ri■-●●'
■■J一■叫

ヽ

ヽ

i,-ヽヽ

ヽ

ヽ

l
ヽ

-繁きr･
三:≡:;ニS(JLl'rJJ(A.1CIl.I 八･::?:.:王子

='･l･:･

I

I.･'.･ヤ

L.____._

I

･f･1
‾I'-■r■一-`●●‾`

L}一▲

(

L__■_

I--■‾.～

て一‾‾‾●lヽ-

､､ニ…__

■●■●▲●▲●

＼丁-----1

A叫F==

▲●■一●■■○■l■LAJr

-tb.･E-7ili

I

-hqtt
I-し

i三海

[3-i'

JLl･L

I

T>∨▲■}

l■

ーーヽ′リ

U^

■tJ1′

■1I▼

JO●Jl■

f姦

･≒葵苧て
I(:.T'L<J”J･.､

(=●

1空盟-.,._-..-__一三ミ:三三:≡+ヽ■▲小1⊂,一
)

■l■■-■l
′‾ー一■‾‾

I--_/･F
一___.___I__′

●√lJJ

■

■｢■■'

～
･rr⊥

▲●-■-I

･くニ､
J■■■･･■･ヽ

-.一_I

l●■一●

I-∫-
■■●●'

山A: 8oL-th Pac‖H亡 CoJnmi-‥on. South r･cJ'(1c Z;co爪0･･[ici 1978 : Sl▲lh‖cJJ SL･L･･･I-一(1



■■

h18J)dぬo

The FIJI ISLANI)S

Y8JL&WA Giroqpノ

iTTq!
′

甘且yA

N&cd8

t&taTtd

&v氏i 18l且nd

LAtJTORA

監uthh8E.H&慧,
S8Wer)i tkACh

甘ImATItlCa GrotIP

hhb三ゝ
Bead,-br

hh11叫● Vtwure bl一TId

C血w&y 榔uvini

恕eh怒6lOA:oLo監iAi
T&y8JV8 bhr[d

Sun t[&Be

ZIAJ)I AREA

N8di Hotel

Wadi StLnJ5Cekerzs
3Dhbl78 bhtc1 1

”/el且neBi&tlEoteI

71Adi Bay Aprtnent
N8di A(¢tel

Bridge thtel
勤止血山w(Kd ITLLl

琵誤蓋粘托 ●

Fiji8n

Ap血eht

CORAL. COAST ARE

C山8bl&71C& 8e&d1姐otel

hhn Friday fh80rt

Sandy Point
Tab8kul& fbch CDt晦践

V一k8▼ili Units lad C8blnS
WarAtAb Lod

●

I

Moody'8 N瓜ne718

I
Y8dttA

OFF RAI(rBAEJ

Nanan1･i-ぬl●hJ)a - BethAm'&触ch Co他喝eS

払TI Viki T血nd Loop
SunJ*t Point

I V8ttI.i.R8

●

Ahkog由

■

ヾ血y8
LBYtLh

OVALAtl

I.eyl止a Zldid呼ぬ也

独vida notwe

Old CapitJLI I血

n81LB%..AReBOd

Toberu8 hl且nd

Fotd Resort

htICdB 8呼

StNA AREA

C叩ricorn Apartment I王otel

伽z)ut hLrL

6r&tld P8eiETLC Hotel

7te8enC

V8暮tLIde

PB広丘c H&加屯r Vi11a&
Tht)ic畠田IdBぬdl ZL

PACIFIC IIAfLtIOtn AREA
Fiji Palm Beadh Chlb 8BSOrt
Pacirtc hrbQur lntern故t.JOn41 Hold
CoT&I CbaBt Chriぬ恥CB7np

Zte訂Irt

Hotel StlVA

Mlller8 Priv&t& AecomnoditIOrL

Motel CTtI卯8d TtヽTI

N¢w且8YeA hlotel

掌盟pQrtfnT2FaeBiEotBtel
-SoutllerTt CroBB 71btel

South P8dLT)e htn

South SeaJL Private Eotd

8AIVtJSAVt)

監盈irinR賢tel
N4 Kotb触

N4JnAle PZ皿hti()n EbBOrt
LAJL&cey& Pojtlt Beach Ap且rt7nentg
Sa▼n弘Yu拝olidJLy EolLBe

●f

I

BfLtiJ(i

I
tⅣ-

SurL辞t ApaJtnent班otel

StIY& Ap8rttnentJ

監:既発ilwnhE｡t.I
StlY8 Penln机Ih Hot●1

監{baO&Ttlr&.YLdp
TowI一hoLLさせA巾柑nt

伽pic T叩erJ Apartment Hotel

fh I-”
｡,u.A

Butd

TAVEtm

x血NotJ11 Lhd GqeJthtLtFe

Dire T8Venmi

桝AnYt) PIBLLtA伽n

琶藍鼠

q打E亡打S紀肌D IN KILONErkS

SUVA

Reoort

触t

&9 E)AC)RCH捌R

9d 47 孤

12O 71 24 仰0†C60

12? 78 31 7 9GÅTOKA

188 139 92 b8 bllNADTひ〟N

197 148 101 17 ?ol9lNAL刃AIRPORT

221 17至 125 一o† o413312りLAUfu

ⅦNGS ROAZ) JN KILOM肺

NADI AJRPORT

24 LAし伽

b2 38 BA

91 67 29 1棚

132 1(泊 7亡l dl 凡句くl向叫くl

239 215 177 148 1O7fKCm
270 24d 208 170 t38f311NAUSOE71

289 2d5 227 198 157[501191SUVA

hp courLe8y Of

FIJI MAGIC



ITll

I

I

178o30''1∩凸･､'l一--I--179b3O･/--I----------一一一･----･---I-------･-･-I---.-----･-･---I------180L℃O.-p1----･-･･-----1･--ll-

L-OCATIONMAPf'! I

SCALEl･'75-000.,/o=-i

SVanuaLevL/㌢l
1

㌔も･`-:
･Q

77?fSFof=rs;;;I??i･;s8gE%･::gZa63i;-;:;gig,lt;Ng=fg;:g%?&･I,agiggv,!S;;g;g&/5;I;gggg.?bgg'i.Jd;go･g5g/5H･5g;''-gg;S'=:tg7'sgi7g#S?I-?;i;.SL;I;;e;-v,;_I;;g;i3i=:?;:;;??l!
L_____∴__E”r___……___”____…∴ニこ_______._1___”____-__…k山.･･◆■__一_■■-_～_●-■■■---,･▲一一一･--一--_---ー･一･一■■一-■一--1L▲-■●一--一--L一--一----I-･･･-･･--I-I-,t-一一-･LL-L-I---■▲-----一一--一←←一--



ま　え　が　き

位　置　図

1．要　　　　　約

2．国の経済状況

3．フィジーの開発状況

（1）　自然条件

（2）社会条件

（3）農業の概要

4．計　画　概　要

（1）構　　想

（2）目　　標

（3）主要施設諸元

（4）調査の要点

添　付　資　料

ー1　詞　者　団　員　略　歴

－2　調　　査　　日　　程

－3　面　会　者リ　ス　ト

次



1.要 約

フィジー国は､国民総生産(GNP) l,218百万米_ドルで､ 1人当たり1,640米ドル(1989

世界銀行資料による)となっており,その中で農林水産業の占める割合は一番大きく

農業の開発がトッププライオリティーになっている｡

フィジーは､大小 320の島からなっているが､大きくは南の島(ヴィチ･レプ島)

と北の島(バヌア･レプ島)の2島が中心であり､首都スバは南の島に置かれている｡

この中で北の島は,比較的降雨が多く､可耕地も多いので農業開発に適している｡

しかし,北の島は南の島に比して基本インフラ整備が遅れているため､農業開発が

遅れており､未耕地や潅概施設が不備な農地が多い｡

現在､日本国政府はフィジー国にて､プロジェクト方式技術協力｢稲作研究開発計

画+ (1985.4.18-90.4.17がさらに延長になっている)を実施しており､北の島に

2ケ所の普及圃場を設置して活動を行っている｡

このような中で､バヌア･レプ島(北の島)農業総合開発は,島全体の農業及び農

村開発のマスタープランを行い､段階的に農業開発を行い､国家の経済開発に寄与し

ようとするものである｡

- 1 -



2.国の経済状況

フィジー国は南太平洋に浮かぶ大小320の島からなる島峡国で､ 1970年10月に英国

から独立し､英国女王を元首とする立貴君主国となった｡

国土面積は18,270kdで,我が国の四国地方とほぼ等しい｡最大の島はヴィチ･レプ

島(10,429k遥)で,ここに首都のスバが置かれている｡これに次ぐのがバヌア･レプ

島( 5,556kd)で､両島が総面積の88%を占めている｡

人口は1988年現在で74万人､人口密度は1kd当たり40人と少ない.人口構成は土着

のフィジアン(メラネシア)系が46%､インド系が49%,他に欧州系1%､中国系1

%､その他3%となっている｡人口の約9割は両島に集中している｡人口増加率は近

年減少傾向にあり, 1986年には 2.0%の増加率であった｡

フィジー国の中心となる2島は火山島であり､南側のヴィチ･レプ島(以下本島と

呼ぶ)は中央に模高3,000 フィートの山岳地をもち,周辺部の海岸沿いに若干の平坦

地と河川流域の沖積平野が見られる｡主要河川としては本島最大のレワ川やシガトカ

川が挙げられる｡これに対し､北側のバヌア･レブ島(以下北島と呼ぶ)は概して台

地状で河川は少ないが､可耕地は多い｡

農林業及びその他の生産活動に利用できる土地は,総地積183万baの中約100万ha

といわれ､その中の32万ha (17%)が利用されているにすぎない.

産業は輸出農産物を中心とした農林水産業が中心で, 1950年代にはGNPの40%を占

め､独立時の1970年には29%に低下したものの､依然として最大の産業である｡ 1989

年のGNPはUS$ 12億1800万で､人口1人当たりUS‡ 1640(21万8千円)である｡経

済成長率は名目では常に成長を続けているが､実質では主産品のさとうきびの収穫に

影響されて､浮沈を繰り返している｡ 1977年以降の実質成長率は平均で3%前後であ

ったが, 1986年は好景気の影響で実質成長率は 9.6%を示した｡

1987年の総輸出額はF‡4億 0,881万,輸入はF$4億 6,558万で､差引きF‡ 5,677万

の赤字となっている｡主な輸出品は砂糖及び糖蜜､ココナッツ油､金､魚類,製材､

ペニア等である｡これに対して輸入は燃料油が最大で､次いで製造品､機械類､食料

-
2 -



の帽となっている｡

上記の貿易収支の赤字は,観光収入やその他の貿易のサービス収入によって埋めら

れていたが､近年のクーデタ-勃発により観光収入が減少し､経営収支は悪化してき

ている｡国家経済も同様にやや低迷しており､第9次五ヶ年計画(1986-1990)に沿

った結果が得られていない｡

-3-



3. フィジーの開発状況

1) 自然条件

①地形･地質

フィジー国は南緯15o -23o
､東経174o

- 177o の南太平洋上に位置する島唄

国で, 18,300kdの国土面積を有しているo 国は大きく､首都のスバから位置する南

の島のヴィチ･レプ島と北の島のバヌア･レプ島の2島と周辺諸島からなっており,

この2島で総面積の約9割を占めている｡

ヴィチ･レプ島は面横10,400khiのだ円形の島で､島中央部は標高 900-1300m程

度の山地で占められている火山島である.一方バヌア･レプ島は面積 5,600k招の東

西方向に細長い形をし､その中央を 800- 1,000mの山脈が縦走している｡

地質は火成岩を母材とする火山性土壌からなり､農業の土壌としては良好とは言

い難い｡特に強雨に対して侵食作用を受けやすく,その対策を十分行う事が重要で

ある｡

②気象･水文

フィジーの気候は海洋性熱帯気候で､ 11月-4月の雨期と5月-10月の乾期に大

別される｡雨量は地域によりやや差が見られるが､ヴィチ･レプ島南東側の多雨地

域では年間 3,000- 4,000m皿の降水量が,東北側のDry Zoneでは1,500- 2,000mm

の降雨が得られる｡また雨期にはサイクロンの来襲もあり､時折大きな被害を受け

ている｡気温は乾期の方が雨期に比べて高い｡気象状況を次表に示した｡

(2)社会条件

①行政区分

フィジー国の行政区分としては4地域(Division)
､即ち本島の東部を中心とし

た中央部､本島西部と近傍の島からなる西部､北島とその周辺の島からなる北部,

両島の東側に点在する島々で構成される東部に区分される｡

②人 口

フィジーの人口は約74万人(1988 年末段階)であり､その構成は､原住民のメラ

ネシア系住民が約46%を占め､残りはインド系住民が49%を,その他が5%を占め

ている｡このインド人は,当国の主要産物のさとうきびの栽培収穫用の労働力とし

-4-



て､移住してきたのが諸端であり,同国の人口の約半分を占めるまでに至ったが､

近年移民として出国する人数が増えている｡

(診産 業

産業としてほ､輸出産品のさとうきびをはじめとする農業が主産業であり,その

生産額は当国の総生産額の約20%を占めている｡農産物のうちの米は自給率がまだ

100 %に達していず､現在70%程度であり､現地でも自給率の向上のため稲作プロ

ジェクトを展開中である｡

その他の産業としては､水産業と観光業が挙げられるが､水産業は漁場がやや遠

方に拡大しつつあること､また観光業は先頃まで続いた政治の不安定な状況のため

に減少した観光客の呼び戻しを展開中である｡

④地 図

フィジー国の地図としては､地形図として縮尺1/75万-1/5万までのものが

整備されている｡この他に地質図､植生図等が揃っており,.地図としてはよく整理

されていると言えよう.これらの地図はLand A8thority (測量局)のもとで製作､

発行がなされている｡

(3)農業の概要

主要農産物のうち､さとうきび栽培は､多雨条件を避けて北部と西部を中心として

行われているのに対し､稲作は降水量の多い中央部と北部で,全国の8割以上の栽培

が行われている｡

地域別の稲作の作付割合と生産割合は次のとおりであり､かんがい施設の整備が進

行中の､中央部での生産性が高いのか特徴的である｡

作付割合 生産割合

中央部 31% 38%

西部､ ■15% 13%

北部 54% 49%

計 loo拓 loo拓

ー5
-



農産物のうち､商品作物としてはさとうきびが最大で､約7.1万ba(1985年) ､約

2万戸の農家が､製糖会社と契約栽培を行っている｡この他にほ､しょうが約170ha,

カカオ約3,800ha､パイナップル390haが作付されている.国内の自給用には稲､と

うもろこし､地下作物,果樹､野菜等がある｡稲の作付面積･は､ 1985年の集計では11,

683haとなっている.

主要農産物の収量動向を示すと､次のとうりである｡

【単位:'000 tonnes]

1985 1986 1987 1988 1989 (推定)作 物

Sugar Cane

Copra

Cocoa

Ginger

Rice(Paddy)

3,042 4,109 2,960

21.1 22.5 13.0

0.2 0.3 0.5

3.8 5.5 4.9

27.6 24.6 23.5

3, 100 3,500

13.0 15.0

0.4 0.5

5.0 5.5

33.0 35.0

米の生産及び消費動向の詳細を示すと､次のとうりである｡

1985 1986 1987 1988 1989(推定)

Rice Paddy Production

('000 tonnes)

Rice Imports ('000 tonnes)

Total Supply ('000 tonnes)

% Sl]pPlied DofReStically

Rice Import Value (FSm)

27.6 24.6

21.1 22.7

48.7 47.3

56.7 52.0

5.8 6.1

23.5 33.0 35.0

24.9 16.0 15.0

48.4 49.0 50.0

49.0 67.3 70.0

8.7 7.9 7.4

交換レート USS_1.00 -133.5 円

US‡ 1.00 -FJ‡ 1.398

FJ$ 1.00 -

95.49円

-6-



4.計 画 概 要

北の島の基幹産業は今後とも農業であり､その潜在的可能性も大きい｡現在､島内

幹線道路の舗装工事が､ランバサ-プア聞及びランバサ-サブサブ問で進められてお

り､工事完了後は地域発展に大きく貢献すると思われる｡特に北の島では､平野部で

のかんがい稲作の推進の他に､多雨･多湿の利点を活かした熱帯果実栽培や､丘陵地

での野菜栽培が有望と思われる｡

計画方針としては南の島(Viti Le川 島)に比較して遅れている基本インフラ(幹

線農道､飲料水施設､電気施設等)の整備を含めた農業総合開発(M/P)を北の島

全域について策定する｡具体的な内容としては､現在進行中のかんがい稲作の推進及

び新規地区の開発の他に､多雨･高温地域での熱帯果樹栽培や､高地丘陵地での野菜

栽培の可能性を検討する｡ハード面では地域幹線農道の整備+簡易上水道の検討､小

水力発電の検討及び農産加工を含めた農産物の集出荷施設の検討等のマスタープラン

策定を行う｡

(1)構 想

この島の発展の基本条件となる､社会インフラ(道路,電気etc.)の整備を促進

し､島の基幹産業である農業の拡充を計り,地域経済の促進に寄与する｡特に北の

島は自給を達成していない米の収量増を目標として､潅がい稲作プロジェクトを推

進しており,今後とも計画の拡大を続ける予定である｡現在､進行中のランバサ-

プア間､及びランバサ-サブサブ間の幹線道路の舗装工事完了後は､島内の移動が

容易になり､道路沿いに点在する農業地帯からの農産物の運搬等も大いに改善され

る見通しである｡

この幹線道路に連絡する農道の拡充を計り､農産物の収量増加に伴う搬送路の整

備を行う｡また,農山村部には電力が未配給のところが多く､生活水準向上の妨げ

の一要因となっている｡これを改善するために､小水力発電を適地に導入し地域発

展を促す｡

-
7
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(2) 目 標

各農業地帯から､現在整備中の幹線道路に連絡する主要農道の整備を行い､続出

経路の改善及び農産物の収量増に対応できる体制を整える｡さらに､農村地域の電

気普及を推進するため､山間部の適当な地点に小水力発電機を設け､近傍集落に配

電を行う｡

(3)主要施設諸元

特に詳細な施設計画の策定は行わないが､現地調査を通じて,新規潅がい地区の

発掘や幹線農道の整備､小水力発電の導入等を考えたM/P (マスタープラン)の

策定を行う｡その他に農産物の生産増加を予想し､集出荷施設と農産物の一次加工

施設の検討も行う｡

(4)調査の要点

一調査は現地の気象条件を考え,以下の調査項目を雨期と乾期に分けて行う｡

Phase I 乾期調査

(1)気象･水文調査

(2)潅がい排水調査

(3)土壌･土質調査

(4)農業調査

(5)インフラ調査

(6)経済･流通調査

(7ト M/P重点地区選定

Phase Ⅱ 雨期調査

(1)農業計画

(2)潅がい排水計画

(3)インフラ計画

(4)涜通･経営計画

(5) F/S候補地選定

-8-



調 査 = 程 表 (秦)

月

作業内容

月数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17 18

現地作業第1次

第2次

現地作業準備

第1次
第2次

報告書鋭明

報告書修正

最終報告書の提出

報告書の種類
Ince

期調

Int

雨

杉＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋1

erlm

調査

{＋＋＋＋＋＋＋杉杉茶棚

▲

ield( )

l

raft inal

▲

▲

Final

杉須彰杉肋≡ 1＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋杉L＋＋＋＋＋＋＋＋1＋＋＋1

tion Fiel

l

(1)

凡例 1- :現地作業 [= :国内作業 ▲:報告書の提出



付資料-1

村田 稔尚

安部 望五

掴査団貞略歴

生年月日:昭和9年2月4日

最終学歴:東京大学 農学部農業工学科 昭和31年3月卒業

職 歴:平成元年-現在 太陽コンサルタンツ株式会社

専務取締役

生年月日:昭和20年6月12日

最終学歴:東北大学大学院 農学部 昭和45年3月修了

鮪農学園大学 酪農学部 昭和43年3月卒業

職 歴:昭和63年-現在 太陽コンサルタンツ株式会社

海外事業本部 開発部最

東海林 知夫 生年月日:昭和29年12月2日

最終学歴:筑波大学大学院 環境科学研究科 昭和57年3月修了

国際基督教大学 教養学部 昭和55年3月卒業

職 歴:平成元年-現在 ㈱アイデック

平成元年-現在 太陽コンサルタンツ㈱嘱託
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添付資料-2

調 査 日 程

日数 月日(曜日) 出発地 到着地 宿泊地 内容

1 10月13日(日) 成田

トクランF

I-タラバ

機中

ス)i

サブサ7'

スJi

移動NZ-34(12:00一

2

3

4

5

10月14日(月)

10月15日(火)

10月16日(水)

10月17日(木)

移動06:00)

ナンデL FJ-441(13:00-15:10)

ナンディ スバ FJ-143(16:30-一17:00)

スバ

サブサブ

スバ

サブサ1

スバ

ナンディ

移動PC171(08:30-09:15)

現地調査

移動PC-72(09:30-10:15)

第1次産業省打合せ

ス)i

ナンディ

JICAフィジー事務所打合せ

6

7

10月18日(金)

10月19日(土)

第1次産業省打合せ

移動FJ-144(18:10-18:30)

ナンディ トグランド 移動FJ-440(06:30-10:30)

トタラバ 成日 NZ-33(ll:20-19:00)

-
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添付資料-3

面会者 リ ス ト

Ministry of Primary Industries (第一次産業省)

Mr. J. Teaiwa

Mr. V. Natわ

Mr. ∫. Singh

Japan

Permanent Secretary

Deputy Permanent Secretary

Senior Agriculttlral Officer,

Nothern Diy. Agric. Office

International Cooperation Agency (JICA7イジー事務所)

伊藤 英明 所長

- 1 2-
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